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令和元年度第１回平塚市国民健康保険運営協議会会議録 

 

日時  令和元年（２０１９年）７月２５日 (木) 

午後２時１０分～午後２時５０分 

場所  市庁舎本館３階３０３会議室 

 

１ 出席者  梶山会長、椎野委員、宇山委員、髙橋委員、牧石委員、髙山委員、下島委員、久保田委

員、今井委員、鈴木委員、川口委員、彦根委員、綾部委員  

                                           以上１３名 

（欠席者：０名） 

 

事務局：高橋健康・こども部長、草山保険年金課長、清田課長代理、長島担当長、 

磯﨑主査、田澤主任、海老澤主任、加藤主任 

以上８名 

 

２ 傍聴者  ０名 

 

３ 開会 

過半数の委員が出席しており平塚市国民健康保険運営協議会規則第４条の規定により会議は成立し

た。 

 

４ 議事 

次第に従い、順次議題を審議した。 

 

会 長 ： 協議会次第にしたがいまして議事を進めます。 

議題（１）「平成３０年度平塚市国民健康保険事業特別会計決算見込み」を議題といたし

ます。事務局から説明をお願いします。 

 

事務局より、平成３０年度平塚市国民健康保険事業特別会計決算見込みにつ

いて、資料を確認しながら、平成３０年度決算の概要や特徴、国民健康保険税

の収納率等について説明した。 
 
会 長 ： ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御質問、御意見などありますでし

ょうか。 
 
委 員 ： （質問、意見なし） 
 

会 長 ： それでは、御意見も無いようですので、（１）「平成３０年度平塚市国民健康保険事業特
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別会計決算見込み」は終わらせていただきます。 

     続きまして、議題（２）「令和元年度国民健康保険税収納対策方針の策定」について、事務

局から説明をお願いいたします。 

 

事務局から、令和元年度国民健康保険税収納対策方針の策定について、資料

を確認しながら、目標や、取組方針、具体的な取組事項の概要について説明し

た。 
 

会 長 ： ただいま事務局から議題の（２）につきまして、説明がありましたが、委員の皆様から御

質問、御意見などございませんでしょうか。 

 

委 員 ： 県の平均に比べて、すべてパーセンテージが下回っていますが、それについての原因とい

うか理由はどのようなものが挙げられますでしょうか。分かれば教えていただきたい。 

 

事務局 ： 平成３０年度まで、資格業務と収納業務を同じ担当で行っておりました。資格業務とは主

に、国民健康保険の加入・脱退といった手続きを行う窓口でありまして、やはりその部分

で、日々窓口の業務に追われているところがありまして、なかなか保険税の収納業務に取り

組むことができていませんでした。差し押さえ件数に関しましては、やはり財産調査という

ものが重要となっておりますので、滞納されている方の件数が多くて、なかなか財産調査と

いう部分まで手が回らなかったというのがあります。平成３１年度、令和元年度につきまし

ては、資格の業務を資格給付担当といたしまして、資格が以前あった保険税担当は収納の部

分に特化するような体制を整えております。体制を整えたことによって、収納率の向上を目

指しております。 

 

会 長 ： 今お話がありましたように、組織を変えてより滞納対策と言いますか収納率向上に向け

て、マンパワーを集中させていくというお話でしたけれども、よろしいでしょうか。 

 

委 員 ： はい、なぜ平塚市の数値が低いのかと少しは理解できたのですが、もうちょっと他市のノ

ウハウみたいなものを聞いてみたりしながらやれば、税収としては増えていくのではないで

しょうか。この先数値が低い原因究明については取り組んだほうがよろしいのではないかと

思いますけれども。 

 

事務局 ： 今年から、収納率県内上位の横浜市の収納経験者を任期付短時間勤務職員として採用いた

しまして、ノウハウ、スキル向上のために配置しております。 

 

委 員 ： 分かりました。 

 

会 長 ： ほかに御意見、御質問等ありますでしょうか。 
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委 員 ： 今のご意見に関連するかと思うのですけれども、差し押さえの件数が５１件に対して、今

回の目標は１８０件になっていますね。単純に言って３倍以上の目標を立てていらっしゃる

のですけれども、これはある程度達成の可能性っていうのを見越した数字なのでしょうか。 

 

事務局 ： まずは数字に関しましては、達成の可能性を残している数字になっております。今年に関

しましては、先ほど申し上げましたが、任期付短時間勤務職員１名と滞納整理事務嘱託員３

名を採用しまして、滞納整理に向けた体制作りを行いました。差し押さえをしていくにあた

っては、個人の方の状況を把握するために財産調査というのが重要になっておりますので、

財産調査を徹底することにより差し押さえの件数も増えていくものだと思います。 

 

委 員 ： 人も増えて、専門の職員の方を配置されたということで、達成されるように頑張っていた

だきたいなと思うのですけれども、それから別件でもう一ついいですか。 

実はもちろん私も国保の加入者であるのですが、平成３０年の改革というのが実はあんま

り直接身に染みてはいませんでした。いろいろネットとか書類を見てみて、制度がだいぶ変

わったんだなと改めて分かった次第で恥ずかしいのですけれども、これで滞納整理とか収納

率の向上とかに関係してくるだろうと思います。この改革が適用されたことによって、それ

を払う時の負担感とか、すごく高いなとか、高くなったなというような感想はあるんですけ

れども、そういうものとそれから実際にきちんと収納していくということについて、市の方

はどのように考えていらっしゃるのでしょうか。 

 

事務局 ： 基本的には国の政策の考えで行われた今回の制度改革なのですけれども、これは一番は一

般会計といいまして市の普通の事業をやっているようなところから国保の方にお金を入れる

ようなことがあって、健康保険ですとか協会けんぽですとか、国民健康保険以外に納めてい

る方が二重三重に保険料・保険税を払っているというところについて解消しましょう、とい

うのが一つの大きな目標となっていました。平塚市の場合ですと、平成２７年の頃ですと大

体１６憶円とか１０数億円が普通の金額をずっと入れていました。そのような状況が平塚市

のようなところがある一方で、例えば、神奈川県のように豊かな県ではなくて、山村ですと

か、財源的に乏しいところが法定外繰入金というものは１円も入れていません。例えば政令

市ですけれども、１円も入れてなかったというところもあります。そのような状況がありま

したので、この法定外繰入金の全国総額が大体３，４００憶円から３，５００憶円と言われ

ていたんですけれども、それくらいのお金を国が保証して、各市町村に交付金として配りま

しょうということをやりましたので、その分、まず被保険者以外の負担が無くなるという形

になっております。ただ、この法定外繰入金というものを各市町村はまだ持っているので、

それを削減していく時に税が高くなったという感覚が出てきていると思います。 

もう一つは、先ほど医療費が年々上がっていますという話があったと思うのですけれど

も、こちらの医療費についても大体年２％～３％くらい上がります。保険税で負担している

のはこの内４分の１くらいですから、０．５～０．８ぐらいは医療費が上がった分で皆さん
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に負担していただく形にはなっていくと思います。ここで平塚市が増えている理由は、結局

この法定外繰入金というものを税に置き換えていかなければならないという作業をしている

からです。その作業につきましては、平成３０年度平成３１年度と進めておりまして、今年

の令和２年度の予算を皆さんに審議していただく形になると思いますが、その令和２年度に

かけて削減をすると。で、その時にまだ下がりきれない部分については、基金の説明を先ほ

どさせていただきましたが、その基金から下げ足りない部分が入れて、令和３年度の税率改

正で、いわゆる国がこれぐらい支払ったらよいですよと算出して決める標準税率というもの

があるんですけれども、そこに近い形の計算になるだろうと思っております。このような流

れをやってきておりますので、まず税率は、本来法定外繰入金がない自治体のようにやって

きていれば、かなり緩和されるはずだったんですけれども、平塚市はその分１０数億円を入

れていました。一人当たりでいうと大体３万円ぐらい税金を肩代わりしてもらっている形に

なっています。この分を今、去年一昨年とやってきておりますけれども、徐々に年間だいた

い平均で数千円上げる形になってきておりまして、所得に多い方はそれなりに上がってきて

いると思います。今の話が全体的な説明になります。 

      続きまして、税率との関わりなんですけれども、税を計算するときにはまず必要税総額、

来年こういう風に保険をやる時にどれぐらいのお金がかかります。というものを出します。

それを収納率で割るかたちになります。例えで話しますと、収納率が５０％の場合は、１０

０円取るためには、２分の１で割ると２００円の税金をかけないと保険の事業には足らな

い。これがもう少し収納率が良くなってきて９０％とかになると、今度はここが１１０円と

かそれくらいまで下がってくるというかたちになりますので、収納率は高ければ高いほど、

必要税総額に対して、上増しする分は減ってまいります。平塚市の場合は、全体で今５５憶

円ありますので、１％収納率が動くと５，５００万円下がります。これは今だいたい被保険

者数は５万人後半になっておりますので、１人１，０００円くらい下がります。平成２８年

度の頃と比べますとだいたい２％くらい変わっていますので、そのころに比べると２，００

０円くらいは収納を頑張ったので下げられた。それで今年は２％、９１％から９３％に上げ

るという方針を立てましたが、これは９３％になれば、同じように１人２，０００円分くら

い税負担を下げられるようになるだろうと考えております。 

 

会 長 ： 制度改革がある中、やはりいろいろなところがある中で、上がったり下がったりして、平

塚市のこれまでの法定外繰入金の対応、そういったところも整理しつつ、今過渡的な状況に

ある。また、今後令和３年度の標準税率に合わせつつ、その辺のところも精査し、整理され

ていく、そんな展望でよろしいですかね。 

 

事務局 ： はい、そういう流れになります。 

 

会 長 ： なかなか聞いていても難しいところですけれども、これからまた議論を深めながら進めさ

せていただければいいと思います。ほかに御意見、御質問等ありませんか。 
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委 員 ： 意見ではなく、伺いたいことなのですが、国保に毎月お支払いしている額は、私たち夫婦

のような年金世帯と高収入の世帯とどれくらい違うのでしょうか。それとも同じ額なのでし

ょうか。 

      まずは、この大きい数字でも立ち返れば、自分の家計を見ると、毎月１万いくらか払って

います。収入の多い方で高い税金をたくさん収めていられる方たちの国保分として、毎月お

支払いされている額と年金だけでやってる世帯の額というのは実際どのくらい違うのか、興

味があるのですが、この場で教えていただけるものならば、教えていただきたい。 

 

事務局 ： まず、国保の保険税なんですけれども、課税限度額と言いまして上限額が決まっていまし

て、今年は９６万円です。 

 

委 員 ： 年額ですか。 

 

事務局 ： 年額です。ですので、一番払っている人は、年額９６万円払っています。これに対して、

普通の所得がない人に対しては、軽減をかけて、これぐらい払ってくださいというのに対し

て、３段階税率を下げるといものがあります。２割、５割、７割と下げていますけれども、

そうやって最大に下げている方っていうのは、１０万円ちょっとになりますので、９倍から

８倍になります。 

 

委 員 ： それはいろいろ補助を受けている方っていうことですか。 

 

事務局 ： 補助ではなくて、所得がということです。年金だけ受給している方については、ほぼその

辺の話です。１０万円ちょっとぐらいで、２０万円いっている人はちょっと多い方かもしれ

ません。国保の平均所得がどれくらいかというと、年収、年金で２００万をもらっている人

は国保の中では、お金持ちの方になります。今、言ったのは、制度的に軽減が効いていると

ころですけれども、さらにここで減免という制度があります。これについては、例えば、お

うちが火事になったとか災害になったものですとか、あるいは職を失った場合ですとか、そ

ういう方に対してもさらに下げる制度があります。その人たちは数万円ですので、その方た

ちはさらに２０倍くらい違ってきます。 

 

委 員 ： ６５歳で退職して、国民健康保険にしたんですけれども、国保で払っている額っていうの

は、同じ条件で払っている額で、一番年間収入が多くて払っていらっしゃる方は、年間９６

万円くらい払っているっていう、この差があるわけですね。この点、クリアにしていただい

て安心しました。 

 

会 長 ： ほかにいかがですか。 

 

委 員 ： （その他、質問、意見なし） 
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会 長 ： ほかに御意見もございませんので、議題（２）「令和元年度国民健康保険税収納対策方針

の策定」は終了させていただきます。本日の用意された議題は２点になります。この際です

ので、他に委員の皆様から何か御意見、御要望等なんでも結構かと思うのですが、いかがで

しょうか。 

 

委 員 ： （その他、質問、意見なし） 

 

会 長 ： それでは特に無いようですので、議事にかかる事項は終了させていただきます。委員の皆

様には、円滑な議事進行に御協力いただきまして、ありがとうございました。 

      それでは、進行を事務局にお渡しいたします。事務局よろしくお願いいたします。 

 

事務局 ： ありがとうございました。次回の日程になりますけれども、次回第２回は１１月１４日

（木）午後２時からこちらの３０３号室で開く予定となっております。今のところ、例年行

っている案件になりますが、この時期に来年度の税率について、県から標準税率という原案

のようなものが示されますので、その説明をさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。それでは長時間にわたり、どうもありがとうございました。 

 

５ 閉会 

  令和元年度第１回平塚市国民健康保険運営協議会を閉会した。 

 


